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　昨年開催した死刑映

画週間『「死刑の映画」

は「命の映画」だ』か

ら、私たちは確かな手

応えを感じた。一見し

たところ「暗さ」と「重

さ」を感じさせる催し

物だが、にもかかわら

ず大勢の人びとが詰め

かけてくれたから、と

いうことも理由の一つ

だ。映画を観たり、ゲ

ストの話を聞いたりした人から、死刑制度について

の自分の誤解や無知をめぐって、また犯された罪と

死刑囚をめぐる思い込みをめぐって、冷静にふり返

る声をいくつも聞いた、ということもある。その後、

私たちが開く集会や会議に新たに参加している若い

世代の人びととは、この映画週間を通して出会った、

というのも大きな理由だ。もとより、私たちとは逆

に、死刑制度は維持されなければならないと考えて

いる人びとも、この催し物に参加していたに違いな

い。それも、私たちが望んだことだ。情報公開が極

端に制限され、秘められ

ている部分があまりにも

大きい社会制度について

は、賛否いずれの立場に

立つ誰であっても、まず、

その制度のことを「もっ

と知る」ことが必要だと

思うからだ。

　制度のことは、法律や

歴史の中でそれが果たし

てきた役割を通して、外

形的には理解が届く。分

からないのは、この制度の下に生きざるを得ないひ

との心だ。あるいは、この制度を何らかの理由で廃

止した社会に生きるひとの心に、どんな変化が起こ

るのか、ということだ。その意味では、開催した私

たち自身が、10本の作品をあらためて（あるいは初

めて）観て、それぞれ深く思うところがあった。生

きた時代も場所も異にする多くの人びと̶̶フィク

ションとドキュメンタリーでは、犯罪が想像上のも

のか実際に起こったものかの違いはあるが、いずれ

も、罪を犯した者あるいは冤罪者・被害者・遺族・

　谷垣新法相は 12 月 27 日未明の就任会見で、死
刑制度について「基本的に必要だと思っている。
被害者感情、国民感情からみて現在も十分に理由
があるものと考えている」「死刑判決を下した裁判
所の判断を前提として、法相として最終的に判断

していく」と執行に前向きの姿勢を示した。
　フォーラムとしてはまず本誌同封の要請ハガキ
の発送を、読者のみなさんに呼びかけたい。また
法相の選挙区の人々と連携して何らかの行動をと
っていくつもりだ。

第 2回死刑映画週間
「罪と罰と赦しと」開催に当たって

ⓒ日活

谷垣禎一新法相に死刑執行せぬよう要請する
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周辺の人びと、そして脚本家・監督・俳優など映

画に関わるすべての人びと̶̶が、「死刑」という、

人類が生み出した制度をめぐって、肯定しあるいは

否定し、怒り、悲しみ、あれこれ戸惑い、迷い、断

言し、苦悩する姿が、そこにはあった。この重層的

な複数の思いを、ひとつの固定的な線の上に手際よ

く整理することはできない。そうしようと焦るので

はなく、そこで揺らぐひとの（自分の）心のありよ

うを、じっくりと見つめることが必要だ、と私たち

は考える。

　今回選んだ 9作品から、大まかに言って「罪と罰

と赦しと」という共通のテーマを私たちは取り出し

た。そこから微妙に外れ、別な課題を取り出すべき

作品もある。いずれにせよ、ひとを殺めた「罪」を

犯した者がいて、それに対する「罰」として国家あ

るいは或る権力の下で処刑する行為が行なわれると

いう、明快な因果の関係だけで、事が済むわけでな

い。済ませてはならない。罪ある者の「償い」と、

長い苦悩を経たうえでの当事者の「赦し」の可能性

を排除することなく、制度としての死刑の問題を捉

えたい、それはひとが持つ人間観と価値観に関わる

ことだ、と私たちは主張したいのである。

太田昌国（死刑廃止国際条約の批准を求めるフォー

ラム90・映画週間実行グループ）

最終日のトークには山本太郎さんも登場
　諸般の事情でチラシには間に合わなかったのですが、２月８日の最終回「死刑弁護人 ｣上映後、この映画のナレー

ションを担当し、16日から同じユーロスペースで公開される「約束」（東海テレビ）で若き日の奥西勝さんを演じら

れた山本太郎さんがトークに参加されます。監督の斉藤潤一さん、そして安田好弘弁護士との鼎談、お見逃しなきよ

うに。

　 死刑台のエレベーター

1955 年　日本映画 104 分　35ミリ　原作＝中山義秀　構成
＝八木保太郎　脚本＝片岡薫、佐治乾　美術＝木村威夫　
出演＝田中絹代　牧真介　左卜全　多々良純　田中筆子

【物語】世の中から生きる術を与えられず、18
年の短い人生を終戦混乱期の中で必死に生き
ようとした少年。この少年が人をあやめ少年
死刑囚となり、獄中でどのように変わるか。
死刑と無期懲役を問う秀作。58年ぶりの東京
での上映。

2010 年　韓国映画　115 分　35ミリ　脚本＝カン・テギュ
　音楽＝シン・イギョン　出演＝キム・ユジュン　ナ・ム
ニ　カン・イェウォン　イ・ダヒ　チョン・スヨン　

【物語】様々な事情を抱えた女たちが収容され
るチョンジュ刑務所。ここの収容者たちは合
唱団を結成する。彼女たちは歌の力で奇跡を
次々と起こしていく。しかし凶悪事件の頻発
を受けて女子死刑囚への執行が迫る。

2010 年　日本映画　278 分　35ミリ　脚本＝佐藤有記　音
楽＝安川午郎　出演＝寉岡萌希　長谷川朝晴　忍成修吾　
山崎ハコ　村上淳　吹越満　嶋田久作　根岸季衣

【物語】―世界が悲しみで壊れてしまう前に。
21世紀の罪と罰と題し「普通の人が殺す、殺
される」をテーマに日常から突如殺人事件に
直面した人たちの人生を描く。光市母子殺人
事件に触発された作品。第61回ベルリン映
画祭国際批評家連盟賞受賞。

2009年　中国映画　98分　デジタル　脚本＝リウ・ジエ、カオ・シャ
ン　音楽＝リン・チャン　出演＝ニー・ターホン　チー・ダオ
【物語】車二台を窃盗した貧しい青年チウは97
年以前の刑法では死刑。腎臓を患っている資産
家は、自分に適合するチウの臓器を得るため処
刑を早めるように金をちらつかせる。裁判官ティ
エンは娘をひき逃げされて抜け殻のように
なっている中で、チウに死刑判決を出すのだが。

1969年　日本映画　86分　35ミリ　製作＝佐々木守、松田政
男　撮影＝野々村政行　音楽監修＝相倉久人　音楽演奏＝冨
樫雅彦　ナレーション＝足立正生

【物語】事件が起きた時には連続射殺魔と呼ば
れた永山則夫。彼の生きた足跡を忠実に追っ
て、日本列島をロケーション撮影したドキュ
メンタリー。カメラは永山則夫が見たであろ
う風景を撮り続ける。

2012年　日本映画　97分　デジタル　プロデューサー＝阿武
野勝彦　撮影＝岩井彰彦　ナレーション＝山本太郎

【物語】弁護士安田好弘は「悪魔の弁護人」と
呼ばれようとも、依頼人を背負い続ける。裁
判は、犯罪を抑止するために材料を洗い出す
場でもある。安田の生きる姿から映し出され
るのは、この国の司法のありようである。

1974年　ボリビア映画　110分　16ミリ　製作＝亡命先のペ
ルーで、ボリビア・ウカマウ集団　
出演＝ペルー高地の先住民族農民たち

【物語】1960年代アンデスでの実話に基づく、
先住民貧民とゲリラの反地主共同闘争を描く。
人民裁判で地主に死刑を宣し、処刑した農民
たちの顔に浮かぶ表情は何を物語るか。

少年死刑囚東京国立近代美術館フィルムセンター所蔵作品 ハーモニー

ヘヴンズストーリー

再生の朝に

略称・連続射殺魔

死刑弁護人

第一の敵

真昼の暗黒

2月2日（土）13：30
2月5日（火）18：30
2月8日（金）11：00

2月2日（土）16：00
2月5日（火）16：00
2月7日（木）11：00

　　　2月8日（金）13：30

2月3日（日）13:00
途中休憩10分あります。

2月4日（月）18：30
2月5日（火）13：30
2月6日（水）11：00

　　　2月7日（木）16：00

2月3日（日）11：00
2月6日（水）19：00
2月8日（金）16：00

2月4日（月）16:00
2月5日（火）11:00
2月8日（金）18:30

2月2日（土）19：00
2月6日（水）13：30

監督＝吉村廉 監督＝カン・テギュ

監督＝瀬々敬久

監督＝リウ・ジエ

監督＝足立正生

監督＝斉藤潤一

監督＝ホルヘ・サンヒネス

  入場料金　
一般　1,500 円／大学・専門学校生　1,300 円／
シニア　1,100 円／会員　1,100 円／高校生　800円
前売券　5回券　4,500 円／ 3回券　2,800 円／
１回券　1,000 円
『ヘヴンズストーリー』のみ 2,000 円。
5回券、3回券の 2回分で見ることもできます。

渋谷区円山町 1-5（渋谷・文化村前交差点左折）
TEL. 03-3461-0211
http://www.eurospace.co.jp/

ゲスト紹介
ヤン ヨンヒ＝映画監督／瀬々敬久＝映画監督
丸川哲史＝明治大学教員／川村湊＝文芸評論家
足立正生＝映画監督／桜井昌司＝布川事件国賠訴訟原告
斉藤潤一＝TVディレクター／安田好弘＝弁護士

第２回 死刑映画週間罪と罰と赦しと

協力：足立正生／アルシネテラン／ザジ・フィルムズ
／シネマテーク・インディアス／東風／日活
株式会社／北星株式会社／ムヴィオラ／ＣＪ　
Entatainment Japan
東京国立近代美術館フィルムセンター

◆各回入れ替え制 ＊一部の作品の画・音に不備がある場合もありますので、ご了承ください。
＊やむをえない事情により作品および上映時間が変更される場合がございます。

2 日（土） 3日（日） 4日（月） 5日（火） 6日（水） ７日（木） ８日（金）

A  11:00 E  11:00 A  11:00 H  11:00 I  11:00 C  11:00 B  11:00
B  13:30 F  13:00 G  13:30 I  13:30 D  13:30 A  13:30 C  13:30
C  16:00 H  16:00 C  16:00 A  16:00 I  16:00 E  16:00

18：00 トーク I  18:30 B  18:30 E  19:00 G  18:30 H  18:30
ヤン ヨンヒ 瀬々敬久 20:20 トーク

D  19：00 G  19：00 　丸川哲史　 川村湊 足立正生 桜井昌司 斉藤潤一
安田好弘

©2010 CJ Entertainment Inc. All Rights Reserved
©2010 日活

©2010 ヘヴンズ プロジェクト

©2009  ３CFILMS CO.,LTD  All Rights Reserved
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1958年　フランス映画　91分　35ミリ　撮影＝アンリ・ドカ
エ　音楽＝マイルス・デイビス　出演＝ジャンヌ・モロー　モー
リス・ロネ　リノ・バンチュラ　ヨリ・ベルダン　

【物語】不倫関係にある社長夫人と社長の右腕
的な部下が、社長殺害の完全犯罪を企み実行
するが、それが思わぬ破綻を招く。死刑制度
がまだ存在したフランスでのサスペンス映画。
それをマイルス・デイビスの即興演奏が彩っ
ていく。

2月2日（日）11:00
2月4日（月）11:00
2月6日（水）16:00

　　2月7日（木）13:30

監督＝ルイ・マル
©1958 Nouvelles Editions de Films

1956 年　日本映画　112 分　35ミリ　原作＝正木ひろし　
脚本＝橋本忍　音楽＝伊福部昭　製作＝山田典吾　出演＝
草薙幸二郎　左幸子　内藤武敏　山村聡　北林谷栄

【物語】「まだ最高裁がある」という有名なセリ
フで終わる冤罪事件「八海事件」を描いた作品。
一審、二審死刑判決を受けた阿藤周平が雪冤
を果たすまでに18年が経過した。映画はこの
事件の発生から高裁判決までを描く。その年
の映画賞のベストワンを総なめした作品。

2月3日（土）19：00
2月4日（月）13：30
2月7日（木）18：30

監督＝今井正

上映作品とタイムテーブル
Ａ　死刑台のエレベーター
Ｂ　少年死刑囚
Ｃ　ハーモニー
Ｄ　第一の敵
Ｅ　略称・連続射殺魔
Ｆ　ヘヴンズストーリー
Ｇ　真昼の暗黒
Ｈ　死刑弁護人
Ｉ　再生の朝に

トーク
２日　ヤンヨンヒ（映画監督）

３日　瀬々敬久（映画監督）

４日　丸川哲史（明治大学教員）

５日　川村湊（文芸評論家）

６日　足立正生（映画監督）

７日　桜井昌司（布川事件国賠訴訟原告）

８日　山本太郎（俳優）

　　　斉藤潤一（TVディレクター）

　　　安田好弘（弁護士）



　12月 8日、文京区民センターで朴秉植東国大学教
授の『死刑を止めた国・韓国』の出版を記念して集
会とパーティーを行った（フォーラム90、インパク
ト出版会共催）。
　まず安田好弘弁護士が朴さんとの 27年におよぶ
交流と自分の見た韓国の運動について話され、最後
に次のように締めくくった。
　「韓国も私たちと同じ困難に立ち向かいながら、
しかし上手にそれを克服してここまでやって来られ
たというその面白さに、最後までさっと読んでしま
うという本です。ぜひ、これを読んでいただきたい。
海を越えたすぐ隣に、これを実現している人たちが
いて、そして国がある。人権という事でつながった
人間関係というのは、仮に国境問題があったところ
でびくともしない。人権は国境を超えるし、国家の
利害あるいは煽動的な思想を越えてしっかりと結び
つく、びくともしない人間関係を作り上げてくれる
と思っています。」
　続いて、一緒に韓国から駆けつけてくれた被害者
遺族の高貞元さんは、来年 10月 9日で自分の 3人
の家族が殺害されて 10年になる、これを機に経済
的に苦しんでいる殺人被害者家族の子供たちに奨学
金を支給する基金を作りたい、と話された。もう一
つは凶悪な犯罪者に対する教化活動として、ソウル
南部刑務所長の要請で 4人の殺人犯と 3泊 4日の修
復のための旅路というプログラムを一緒にやった。
最後の日には、私にこれからお父さんと呼びたいと
言ってくれた。彼らは一瞬の過ちで殺人を犯し、刑
務所で一生取り返しのつかない青春を送ってしま

う。加害者たちが過ちを改めるように私が助けなが
ら多くの事を学んだ。このような活動をずっと続け
て行くつもりですと、語られた。
　続いて朴さんがプロジェクターを使って「死刑を
止めた国・韓国」について約 1時間話された。この
12月で韓国が最後の死刑執行を行ってからちょうど
15年になる。この本に沿い
ながら、大統領選をも射程
にいれながら講演していた
だいた。
　後半は、高田章子さんの
司会で菊田幸一明治大学名
誉教授の乾杯の音頭からパ
ーティーとなる。
　執行しなかった自民党の
元法務大臣、杉浦正健弁護
士は、日本弁護士連合会に
歴史上始まって以来死刑廃止検討委員会ができ、乞
われて顧問になった。加毛修委員長、小川原優之事
務局長が中心で全員集まると 100人ぐらいの大きな
委員会で、いろんな方がいるが、みんな熱心だ。死
刑の問題をまず弁護士会で議論をして国民的議論を
するたたき台を作らねばならないのではないかとい
うことでやっていただいていると挨拶された。続い
て加毛委員長が、日弁連の調査団が訪韓したときの
朴さんの対応に感謝の意を表され、小川原事務局長
は、死刑廃止フォーラムとできるかぎり一緒にやっ
ていきたいと自分は思っている、韓国の調査のとき
に太平歌という「細かい事はいいじゃないか皆で楽
しくやろう」という歌があったが、皆で楽しく死刑
廃止を実現していきたいと挨拶された。
　このほか様々な方が挨拶され、2次会にもほとん
どの人が残り盛会だった。この日の第 1部の動画は
死刑廃止チャンネルで見ることができる。
　朴さんは 10日京都弁護士会、11日午前に龍谷大
学、夜東京に戻って弁護士会でと、精力的に講演活
動をこなして12日に帰国された。
　『死刑を止めた国・韓国』がより多くの人に読まれ、
韓国での実践的な活動からさまざまなことを学び取
って頂けたらと思う（定価1400円 +税）。（深田卓）
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挨拶する朴秉植さん（2012 年 12 月 8日）

杉浦正健元法相

高貞元さん（左）



1、原発と死刑

安田　今日は、お忙しいところをありがとうござい
ます。
　私どもは、「反原発、反死刑」、「原発と死刑を考
える」ということで、このシンポジウムを企画しま
した。大変語呂としてはマッチしているんですが、
「原発と死刑」、「反原発と反死刑」、ハタと考えると
大変難しい問題を孕んでいるのかなと思います。
　今日は反原発運動を中心的に担っていらっしゃる
方々、そして同時に、反原発と反死刑とを一緒にや
っていらっしゃる神田さん、この 3名の方をお迎え
しました。
　私はいろんな運動を見てきました。いま日本のな
かで最大の運動といえば、反原発運動だろうと思う
んです。規模の大きさだけではなく、私がいままで
出会ったことのない運動だろうと思います。主体を
担っているのはすべて市民の人たち。地域を超え、
そして年齢を超えて運動が広がっているわけです。
しかも既存の運動のように政党、あるいは政治集団
に指導されている運動ではない。独自のコミュニケ
ーション媒体、インターネットあるいはメールなど
で意志が広がっていく。しかも“非暴力”、“直
接行動主義”に徹している。この運動から、私た
ちはいろんな問題提起を受け、あるいは学び、そし
て共通の問題を意識し、あるいは自覚していきたい

と思っています。
　まず最初に、みなさん方が原発と死刑について、
どういうお考えを持っていらっしゃるのか、率直な
ところをお聞かせしていただいて、議論のスタート
にしたいと思います。まず、神田さんからお願いし
ましょうか。
神田　みなさん、こんにちは。講談師の神田香織で
す。よろしくお願いいたします。（拍手）
　ご存じのかたも多くいらっしゃると思いますが、
「はだしのゲン」という漫画を講談にして、私の講
談師人生がスタートいたしました。26 年前のこと
です。それから原爆のことを語っていくなかで、常
にやられた側、理不尽な目にあっている大変な人た
ちの立場に自分の身を置いてやってきました。ちょ
うど 26年前といえばチェルノブイリの事故があっ
た年です。10 年ほど前からチェルノブイリの講談
を語っております。
　そして安田さんのとりもつご縁で、林眞須美さん
の講談も語っております。林眞須美さんって私はホ
ースで水をかけているシーンしか見ておりませんで
したので怖い人だと思っていたのですが、安田さん
に「けっこうチャーミングな人だよ」と言われてび
っくりしまして、4、5年前ですが大阪拘置所に会
いに行きました。彼女は私に向かって、まず最初に、
「保険金詐欺をしてごめんなさい」と、謝りました。
私に謝らなくても別にいいんですけれども。「でも、
私はヒ素は入れてない。絶対にやってない」と強く

おっしゃいました。本当にチャーミング
な人で。やはりこういう……、なんて言
うんですかねぇ、イメージがあまり良く
ない、「あんな人だったら死刑にしても
いいんじゃないか」みたいなことで彼女
の死刑が決まっていってしまっている
ような気がしますので、やはりこれはと
んでもないなと。
　死刑を考える時に、原発で私のふる
さとの福島県が大変な目にあっている
んですが、ふるさとを失い、そして人間
関係もズタズタにされ、子どもたちが将
来どんな目にあうかわからないという
なかで暮らしている人たちと、冤罪で
刑務所に入っていらっしゃる方、重な
ってくる部分が私の中にはあります。で
すから、今日の原発廃止と死刑廃止は、
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ここに掲載するのは 2012 年 10 月 6 日、四谷区民ホールでフォーラム 90 主催で行った「響かせ
合おう死刑廃止の声　2012」でのシンポジウムである。



林眞須美さんを通じて、私の中にあるんですね。福
島報道はだんだん少なくなっています。白石さんに
本当に頑張って放送していただいておりますが、ど
んどんニュースが少なくなっていく。でも福島の現
実というのは、私はいろんな場所を通じて語ってい
きたいと思っておりまして、芸人ではありますけれ
どもNPOの「ふくしま支援・人と文化ネットワーク」
を立ち上げまして、折あるごとに地元の福島とこち
らとの交流の場を持っております。それと同時に、
今日販売しておりますメッセージ Tシャツなども
通じまして、繋がっていこうと頑張っております。
　原発もこんなことになっているんだから、大飯原
発も再稼働しなくたって夏を乗りきれたわけですか
らね。それが明らかになったのに、なぜ大飯原発を
まだ止めないんだというところですごく頭に来ます
し、大間原発の建設も始まるというし。私たちのこ
ういった声は、じゃあ誰が、少数の一体どのへんの
人が握りつぶしているのだろうと思うと、悔しさと
絶望感が感じられるわけなんです。そんな時に、今
日のこうした集まりを契機にして、これからめげな
いでやっていくにはどうしたらいいかということを
考えていければと思っております。よろしくお願い
いたします。（拍手）
安田　ありがとうございます。神田さんは、「はだ
しのゲン」で反原爆を語り、そして「チェルノブイ
リの祈り」で反原発を掲げられた。そして実は、講
談の演目に林眞須美さんの……、
神田　「シルエットロマンスを聞きながら」という
タイトルで講談いたしました。今日販売しておりま
す『乱世を生き抜く語り口を持て』（インパクト出
版会）の中にもそのあたり書いてありますので、よ
ろしくお願いします。
安田　「反原爆」、「反原発」、「反死刑」という一つ
の筋の上に活動していらっしゃるというわけです。
次は、太郎さんに、今日のこういう登場の仕方も含
めて、話をしていただきたいと思うんですけれども
（笑）。
山本　どうも、怪我人です（笑）。肉離れを起こし
たんですよね。それで、動かないほうが早く治ると
いうことで、ずっと車椅子に乗っています。
　まさか、自分が死刑廃止のイベントに出る、なん
てことは 2年前には考えられなかったことです。去
年の 3・11があるまで、僕は社会的な問題に関して
口を出したり、深く考えたりすることはなかったん
です。でも 3・11があって原発の事故があって、自
分の命と直結する問題に立たされて、やっと「いま
この世の中はどうなっているのか」ということに対
して興味を持ったという、本当に情けない話なんで
すけれども。去年 36歳になって、やっと目が開い
た状況ですね。
　この原発という問題と死刑という問題、共通点は、
やっぱりこれは弱い人に対するいじめです。3・11
がある前までは、この死刑というものに対して、人
の命を奪ってしまったんだったら、それは死をもっ
て償うしかないだろうと、ずっと思っていたんです。

でも 3・11というものを通して世の中を見たときに、
いろんなことを知っていくと、この死刑問題の裏に
は、たくさんの冤罪がある、いわれなき罪を被せら
れて、おまけに命まで奪われてしまう可能性もある
と知った時に、すごく難しい問題だと。その前まで
は、「死刑はやるべきだ」と。そこからもうひと段
階、自分の気持ちが動いたときに、じゃあ国家が代
わりに敵討ちするんじゃなくて、その被害者である
家族なりが直接敵討ちする制度だったらいいんじゃ
ないかとか思ったんです。だったら刃物を渡され、
死刑囚を好きにしてくださいという状況になったと
きに、全ての人が本当に命を奪えるかといったら、
そうじゃないですよね。そこで思いとどまる被害者
の家族の方もいらっしゃるんじゃないか。そこにさ
らに、冤罪という問題が入ってきたときに、やっぱ
りそれは違うな、国家が人の命をコントロールする
というようなものがあってはいけないということに
心が動いてきている。死刑も廃止すべきだという気
持ちが、自分の中で生まれてきてるんです。
　でも原発事故が起き、東日本一帯が広く汚染され
ました。もちろん均一の汚染ではなくホットスポッ
トが点在している。放射線管理区域といわれるよう
に、厳格に管理されていた区域にも子どもたちを「安
全だ」といって住まわせているような、狂った状況
です。はっきり言って、これは子殺しです。切り捨
てです。そういう政策を決めた政治家、官僚、この
事故を引き起こした東電の関係者。「わたしにも老
後がありますから」と言って退職金 5億円を普通に
おさめてしまうような人たち。この人たちを死刑に
できるとしたら、はっきり言って死刑にしてほしい
んですよね（笑）。ええ、ホントに。これだけの事
故を起こしておきながら、「段階的に原発やめます
よ」と言いながら、もう何十年にもわたって原発を
続けようとしている。30%ぐらいしかできていない
大間原発を、これからフルMOXで作るという決定
をする人たちは本当にもう死んでほしいなって、正
直思っちゃうんです。
　東海テレビが制作した「死刑弁護人」というドキ
ュメンタリーがあるんです。その主役が安田弁護士
なんです。その作品に、安田さんのたくさんの心を
打つコメントがある。要は、人は変わっていくもの
なんだと。例えば被害者がいて、被害家族がいて。
犯人とされる人、死刑囚とされる人が命をもって償
ったとしたら、そのもの自体はそこで収まるのかも
しれないけど、「どうしてその事件が起こったのか」
とか、その社会的な背景だとか、これからそういう
問題が起きる時の原因を究明するというか、その部
分にフォーカスしていかなきゃいけないんだという
ことに気づいたんですよね。
　そういうことを知った時に、じゃあ自分はどうな
んだろう。今回の原発事故において、民衆をバカに
したような政策を次々にあげて、子殺し政策みた
いなものを普通に推進していっている人々に対して
も、死刑というかたちではなくて、次につながるも
の、究極の状況に置かれたときに、責任ある立場の
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人が、命を優先させるんじゃなくて、自分の地位を
守ろうとする、その心理状態だったり、そういう状
況というものを、もっとたくさんの人が知っていく。
そして次の核事故が起こった時に、そういう心理的
に作用するような部分を、しっかりとカバーしてい
けるような法律だったり、そういう決まり事みたい
なものを作っていくためには、今回の事故を教訓と
して次に生かすためには、やっぱり死刑にしちゃダ
メなんですよね。その人たちには生きて償っていた
だいて、「どうして自分はその時そういう気持ちに
なったのか」ということを、どんどん詰めていかな
きゃいけないんだということに気づいたんです。い
ろんなふうに悩んだんですけど、やっぱり死刑とい
うのはないほうがいいなぁ、というのが今の僕の中
の結論です。（拍手）
安田　今おっしゃった、いざという時に自分の立場
とか利益とかそういうものを優先するのではなく
て、命を優先するという一つの考え方が、今の東電
の人たちに染み透っていくということで初めて、再
び同じような事故を起こさなくなっていくだろう。
そういう人たちが増えることによって、あの人たち
は償いができるんだということなんですよね。
　次に、白石さんにお話をうかがおうと思います。
反原発運動の現状も含めてご紹介していただきなが
ら、問題提起にかわるお話をしていただければと思
います。どうぞよろしくお願いいたします。
白石　みなさん、こんにちは。「OurPlanet-TV」の
白石と申します。
　私自身は原発も死刑も、なんとなく小さい頃から
反対なんですね。私は映像の仕事をしていますけれ
ども、中学の時には宮崎駿とチャップリンが私の中
の二大巨匠というふうに思っていました。チャップ
リンの作った「殺人狂時代」を見た時に、自分が
ずっと違和感を持っていたものがカチッと嵌まった
ような思いがしました。身体にハンディキャップが
ある貧しい妻を支えるために、
結婚詐欺をして次々に殺人を
してしまう男が主人公です。
その主人公が、ある少女に出
会って、心を入れ替えるので
すが、数年後、彼女に再会す
ると、彼女は成金の軍事産業
の社長の妻になっていた。主
人公は、自首し、死刑になる
んですが、最後に相対する国
家に「自分の殺人は、大量殺
人に比べると、まだ未熟だっ
た」というような言葉を残し
ます。映画を見たときに、国
家が人の命を奪っていくとい
うことは一体どういうことな
のか、強く印象づけられまし
た。個人が、身近な人間関係
のなかとかいろんなトラブル

の中で殺人をするということと違って、国家が人の
命を奪う場合には、基本的には、国家がそれに対し
て罰せられるということがないわけですよね。戦争
を起こしても国家自体がそれを罰せられるというこ
とはない。じゃあ私が国家とどういう立場にあるの
かというと、結局、私たちはその当事者なわけです。
ということは、戦争も死刑も、私自身が基本的には
殺しているのと同じ、そこの一員である。結局、死
刑を存置し続けているということは、原発が動き続
けていることと同じように「私自身の責任」という
か、私自身がコミットしている問題だなという認識
でおります。
　原発というのも、事故が起きてこんな大変なこと
になってしまいました。私自身、事故前も関心は持
っていたけれども、報道も小さな小さなかたちでし
かできていなかったと反省しています。でも原発と
いうのは、例えば、原発労働者たちは必ず被曝して
しまう構造があるわけです。原発はその人たちなし
では成り立たない技術なわけなんですけれども、そ
ういうものを国家が存続させ続けているということ
自体、自分が生きている間の大きな責任のひとつだ
なという認識で、この二つの問題というのはとても
似たようなものとして捉えているところです。

2、東電の社長を死刑にしないわけ

安田　では、これから少し議論をしていきたいと
思います。昨年、「震災と死刑」というテーマで
討論をやったことがありました（『年報・死刑廃止
2011』）。その一人として神田さんに出ていただいた
際に、突然神田さんから言葉が出たんですね。「東
電の人たちは死刑にならないんですか」と（笑）。「あ
れ、まずいこと言っちゃったわ」という顔をされて
いたんですが。我々、そういう気持ちはあるだろう
と思うんです。おそらく東電の、特に前の社長の自

宅に行って、「死刑にせよ！」
と声を上げようじゃないかと
言ったら、たくさんの人が来
ると思うんですね。まずその
「声」を、話された神田さんか
ら弁明いただいて（笑）、それ
に対して白石さんがどうお答
えになるのか。つまり神田さ
んの思いを、どう止揚してい
かれるか。
神田　去年、思わず安田さん
に向かってそのように言って。
「あ、ここは死刑廃止の集まり
なんだ」とすぐに気がついた
わけですけれども。でも本当
に、私は、あの勝俣っていう
んですか。あの人は事故以来、
一度も結局福島に入ってこな
かったんですね。人間として
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最低じゃないですか。そうしてお金をもらって天下
りしていますよね。あの事故の責任をとって辞めた
人は、誰もいない。こんなバカなことありましょう
か。
　私の実家は福島のいわき市というところで、線量
的には関東のホットスポット並みぐらいのところで
す。福島県内では低いほうなんですけれども。ここ
で、さっき太郎さんがおっしゃったように、とても
高い所に子どもたちが住んでいる。それを指を咥え
て見ているしかないこのもどかしさ、悔しさ。福島
県人は人間じゃないんですか？って、そういう憤り
がいつもふつふつと沸き上がっているんですね。
　二、三ご紹介いたします。30 日の集まりで、福
島からの声でございます。佐藤幸子さんが最初に言
っています。「毎日が、台風が来たような生活を１
年半送ってきた。放射線量も土壌も危険が解消せず、
あちこちにホットスポットがある。先日、仮設住宅
そばで 18.8 マイクロシーベルトを観測した。母さ
んたちは毎日、『ここは大丈夫？』『ここは大丈夫？』
と確認して生活をしている。私は、昨年 7月から今
まで、積算線量計は 1.9 ミリシーベルトだった。多
くの人々が不安のなかで避難できないでいる。現地
で闘っていた人々が避難したために、現地で動ける
人が減っている。野菜については、県外から野菜を
支援している。助成金など、人件費に対してお金を
出していないことが、問題だ」と、おっしゃってい
ます。
　それからもう一人。双葉町町長の井戸川さんです。
「私は、放射能とは闘うものではなく、それから逃
げるものだと考えている。今の戦いは、長い時間の
なかの短い時間である。町民をなぜふるさとに戻さ
ないか。戦場に、非武装の国民を置いておく大将は
いない。戦場には兵士を送るのみだ。福島県で進め
られている安心教育が一番の課題である。県民は、
政府、東電から嘘をつかれ、情報を後出しされてき
た。町民の家系を継承すること、町民の命と財産を
守ることが私の使命だ。子どもが安心して住める環
境を取り戻すことが大事だ。子どもを持つ母親たち
を県内に住まわせることは危険であり、そうすると
私が加害者になる。放射線量 1ミリシーベルトだっ
た限度を、20 ミリシーベルトに変えられてしまっ
た。私たちの肉体の除染をしてください。東電の加
害責任も曖昧にされようとしている。無主物はあり
えない。四日市や水俣に戻る。日本の人口が減って
いくのだから、電力の本当の需要予測をするべきだ。
54基の核燃料の処理はどうするのか」。
　いま二つほど紹介いたしましたが、福島県の人た
ちは悶々として、毎日毎日、「自分たちはどうなる
んだ」、「この責任を誰が取ってくれるんだ」。そう
いう不安の中で、もちろんこれは福島県だけではあ
りませんで。放射能は見えないですから、いろんな
ところに拡散しております。国民を、これだけ不安
に陥れている張本人たちが、なんの責任もとらない。
この国の政治家に、死刑判決を下す権利はありませ

ん！　私はそう思うんです。みなさんいかがでしょ
うか。（拍手）すいません、講談師なもんでね、ち
ょっとスイッチが入っちゃいました（笑）。
安田　本当にそうですね。死刑も原発も、ほとんど
情報が隠されてきた。それだけでなく、意図的に誤
った情報が垂れ流されてきた、これは共通している
と思うんですが、しかし、今回の事故を契機として
いろんな情報がオープンになってきた。もちろんそ
ういう中でも、いまだ相当コントロールされている
んですけれども、みなさんの努力で少しずつ真実が
明らかになってきているわけですね。
　そういう中で、国家あるいは当事者である東京電
力の中身。そして、あの数日の彼らの実態も明らか
になってくる。その中で、原発の危険性だけではな
くて、それを推進してきた人たちの「犯罪性」とい
うのも出てきたわけですね。そういうところに神田
さんは怒りを込められたわけです。そういう人たち
に対する思いを抱きながら、白石さんはどういうふ
うな話を進めていっていらっしゃるのかをお聞かせ
願えればと思うんです。
白石　いま神田さんの話を聞いていて、もう私なん
かもいつもオフィスで「あんなの、殺してしまえ！」
みたいなことをしょっちゅう（笑）。清水社長や勝
俣会長だけではなくて、あらゆる責任者に責任をと
ってもらわないと、というような感じで、ぎゃーぎ
ゃー言っています。
　でも結局、「責任とは命以外にないのか」という
ことなのかなぁと、今のお話を聞きながら思いまし
た。つまり、「償う」とか「責任をとる」というこ
とで、もちろん怒りがあるから「殺してしまえ」と
思ってしまうんですけれども、今、とってもらいた
い責任は、例えば福島の例でいったら、できればあ
の方々は第一原発で働いていただきたい、あそこで
きちっと最後まで身体が動く限りは最前線で指揮を
執っていただきたいというふうに思ったりします。
また国としては、食べ物の問題などを含め、子ども
たちの被曝防護に対して最善を尽くすとか。きちん
とした責任をとらせていくのに、死んでもらっては
むしろ困る。生かしておかなければならないと思い
ます。今回の組閣で、細野さんが党の仕事のほうに
入ったんですけれど、本当は、生涯、原発担当大臣
をやってもらうとか、この問題に対して向き合うと
いうことを規定していきたい。同様に、死刑の問題
も、命以外でその人なりの償い方があるんだろうな
と思う。憎くて、憎くてしょうがなくても、そうで
はないかたちというのをとる、とらせるということ
が、一つ重要なのかなというふうに思っています。

3、世論をどう変えるか

白石　それでちょっと話が変わってしまうんです
が、原発はいま世論が大きくて、死刑というのはそ
んなに世論は大きくない……。
安田　大きいどころじゃありませんね。ひどい状態
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なんです。
白石　思い返すと、今はみんな「勝俣」とかって怒
っていますけれども、去年の 3月あるいは 4月上旬
の朝日新聞の世論調査では、70%が原発は「継続」
だったんですよ。そのときに「廃止」と言っていた
人は、20%ぐらいしかいない。事故前とほとんど変
わらなかったんですね。私はそのときに、これは本
当にどういうことかと思いました。ドイツではすで
に大きなデモをやっていました。私たちはメディア
だから、一応「伝えている人」なんです。誰かの声
を伝えていきたいなと思っている。その時に、私た
ちが最初に取材して影響力があったのが、城南信用
金庫の吉原さんという方なんです。4月に「原発に
頼らない社会へ」というのをホームページに出され
たことを知って、すぐにインタビューをしに行きま
した。そうしたらとっても反響があったんです。そ
のときには、原発反対ということ自体を言えない雰
囲気だったんですよ。自分がそれを問いかけられて、
言ってもいいよ、という感じになっていない。同調
圧力が強く、声を上げにくい状況の中で、経済界の
中で、信用金庫の中のトップにある会社の代表が
堂々と、はっきりとものをおっしゃった影響は大き
かった。これを契機に、みんなもっと自由に考えて
いいんだ、言っていいんだ、ということが芽生えて
きたと思うんです。
　また時期を同じくして、高円寺で若い人たち中心
のデモがあって、初めて「あ、声を上げていいんだ」
という盛り上がりがありました。そのあと登場した
のが山本さんです。山本さんが、5月頃から「学校
20 ミリシーベルト基準」の政府交渉の現場にいら
っしゃるようになる。「あ、タレントでも大丈夫な
の？」という（笑）。干されているんじゃないかと
か心配しながらも。つまり「言ったらなにか制裁さ
れる」というなかで、声を少しでも出していいと思
えたことが、全体を動かしてきて、いま 8割ぐらい
の人が反対となった。
    だから死刑も 8割ぐらいの人が死刑賛成と言って
いますけれども、しっかり話してみると、わからな
いんですよね。ただ、いま死刑反対って、すごく言
いにくいタイミングにあるなとは思っています。
安田　私は、起こった問題の先行きについてもしっ
かり考えることが必要なんだろうと思うんです。先
行きというのは、さきほど山本さんがおっしゃった、
私たちの怒りというものは、どういうところから生
まれてきているのか、そして相手がどう動くのかに
よって、どう変わっていくのかというんでしょうか
ね。死刑の問題でいけば、被害にあった人の怒り、
悲しみ、苦しみというものが、何によって緩和され
るんだろうか。相手を殺すことによって緩和される
のか。例えば原発の問題でいくと、東電が「私たち
がやっぱり間違っていた、原発を廃止します、廃止
したなかでの社会をつくっていきます。それに全面
協力していきます」という話をし、16 万人の人た
ちに寄り添って、会社を維持していくという話であ

れば、おそらく新しい展望ができて、神田さんの「あ
んな人、死刑にしてもいいじゃない？」という話
も、違う方向で大きな広がりを持ってくると思うん
です。いま、山本さんが変わってしまったって言っ
ていいんでしょうけれども（笑）。本当の運動の中
心になっていらっしゃって。例えば子どもたちの集
団疎開の裁判にしろ、いろんな裁判をやり、官邸前
のデモをやり、文科省に対するデモをやり、東電に
対するデモをやってらっしゃるんですけれども、反
原発運動は、どういう方向にこれから進んでいきそ
うだ、拡大していきそうだというふうに考えてらっ
しゃいますか？
山本　まだこの市民運動に入って 1年ちょっとなの
でルーキーなんですけどね（笑）。手さぐりの状態
というか。でも、凄いことだと思うんですよ。とい
うのは、よく「手ごたえを感じますか？」とインタ
ビューで聞かれるんですが、でも僕 3・11前は市民
運動に参加していなかったんで、その「変化」とい
うか「事故前̶事故後」というふうに見れていない
んです。けど去年の 9月、明治公園であった集会で
は 6万人が集まった。今年、代々木公園で行われた
集会では 17万人が集まっている。ひょっとして最
近まで無関心だった人たちが興味を持ち始めている
という部分があるかもしれないです。でも、それだ
けの人が集まろうが、官邸前に何人集まろうが、そ
の声は無視し続けられるんだなって、いまのところ。
これはやっぱりまだまだ人数が足りないんじゃない
かなと思うんですよね。だから 10万人単位だった
ら、向こうも何とか無視できる。大きな音として処
理できる。これがおそらく連日 100 万人の人々が国
会を包囲し続けられるぐらいのものがないと、多分
この先ちょっと変わらないんじゃないかって。
　だって、自民党総裁選の演説なんて全員そろって
原発そのまんま、というか推進でしたよね。軍備増
強で徴兵で。すごい世の中になってきましたね（笑）。
やりたい放題じゃないですか。でも、いま目の前に
ある危険というか、このまま自分たちが本当に生き
られるのか、生き延びられるのかという問題に対し
て、たくさんの人たちがアジャストしてきたという
か、そこにフォーカスできてきたわけですよね。だ
からこれは変えられるんじゃないかなと思っている
んです。
　でも、報道ひどいですね！　なんであんな酷いん
ですか？　テレビとか新聞とかって偏っていますよ
ね。まるで自民党総裁が次の首相になりましたみた
いな報道です。それだけじゃなくて、維新のことも
そうだし、ナショナリズムを煽った部分にすごく時
間を割いている。これからの新しい強い日本という
スタイルを刷り込んでいる。僕ずっとエンターテイ
メントの世界にいたわけです。今もいてるんですよ、
仕事がないだけで（笑）。21年間仕事をやって来た
んですけれども、スターを作り上げるのって簡単な
んですよ。要は、大きな事務所とか政治力のあると
ころがパイプを使って、「じゃ、こいつを出せ」と



9

いうことでテレビに露出し続ければ、みんなの脳裏
に焼きつくんです。刷り込まれるんです。スターだ
という認識になっちゃうんですよ。ニュースの報道
ってそれと同じことなんです。ずっと流し続ければ、
「あ、なるほど、もういま変えられるのは自民党し
かいないのかもしれないな」みたいに。本当にさじ
加減一つで、勝手に僕たち誘導されちゃうんですよ
ね。そこがすごく怖い。
　でもマスコミは完全にグルですよね。グルという
言い方はちょっと失礼なのかもしれないです。商業
放送ですもの、しょうがないんですね。テレビなん
か 15秒に１回コマーシャルが流れている。だから、
お金を出してくれる人は絶対的な存在なんです。だ
から企業に対して不利益な発言、その人たちの思惑
以外のことを発表するというのはすごくリスキーな
ことです。だけど、その部分を変えられるとしたら、
やっぱり一人一人の力だと思うんです。例えば首相
官邸の前に毎週何万人を超える人々が集まっている
ということは、もう事件じゃないですか。でも、な
かなか報道されない。それに怒りを感じた人々が、
メディアに対して電話とか FAXとかメールでどう
して流さないんだとクレームを入れ続けた。それが
効いて、結局は報道されるようになったんです。だ
から、変えてはいけるんです。一番大きな勢力とい
うのは、僕たち消費者が最大の勢力じゃないですか。
その力を結集していかないと、いいようにされるだ
けです。だから原発という部分において、「どうし
て報道されないんだ」という部分がみんなによって
少しかたちが変わってきた。というのと同じように、
例えばこの死刑という部分に関しても、たくさんの
人たちがアプローチすれば、それは変えていける問
題だと思うんです。もっとたくさん報道されるよう
になる。ただ「死刑が執行されました」ということ
が流れるということだけじゃなくて、死刑そのもの
について、もっと議論されるような番組作りという
かプレッシャーを与えられると思うんです。ごめん
なさい。ちょっと質問と話がズレましたね。これか
ら原発、市民運動どうなっていくのかという……。

4、人々の思いを政治に活かすには

安田　私は先週金曜日に官邸前に行ったんです。雰
囲気が大変緊張し始めているんですね。なんで緊張
しているかというと、自由な市民の運動に対して、
国家の影がどんどん色濃く出始めて、あの場の雰囲
気を。例えば、歩道は半分に狭められていて、ロー
プが張られていて、そこからなかなか歩かせないと
いうような状況。おそらく、僕なんか常に悲観的に
見るんですけれども。あの半分が来週、再来週に行
くと、気がつかないうちに 40センチぐらいに狭く
なっている。次には 20センチ。とうとう、人一人
ぐらいしか立てないぐらいなところまで、知らない
うちに追いやられてしまうんじゃないだろうか。そ
ういう、彼らの周到なやり方が見えてくるような気
がしましてね。

山本　すごいですよね、本当にね。
安田　国家がいよいよ顔を出してきたのかなという
感じがしてきたんです。
　それと同時に、このかん、ずっと続いている「国
境紛争」報道が原発を覆い隠すようなかたちでどん
どん増えてくる。つまり、反原発というのは山や川
や海を越えて、そして言葉や文化を超えて、みんな
が安全に生きていこうという話ですから、そこには
国境なんかない。ところが、「国境紛争」は、「日本
国」を隣国から守る、しかも軍事力で、極端な場合
は核武装でもして守れというものですから、反原発
と全く相容れない話なんですね。ですから、少しず
つ考え方も雰囲気も情報の量も含めて、反原発もだ
んだん厳しいところに行くのかなという感じ、不安
感というか、そういう閃きを思ったんです。そのあ
たりのなかで、今後どうしていくかというのをお聞
かせ願えればなと思って。
山本　本当に難しいですよね。何万人も集めた官邸
前、前は歩道だけじゃなくて一車線つぶして人が通
れるようにしてくれていたんです。というか、それ
ぐらい人が集まっていた。でもそれが柵が作られた
ことによって、歩道の中に収められた。しかもその
歩道も半分にして、人が立つところと通行するとこ
ろと、どんどん狭くなっている。そのうち爪先立ち
で立たなきゃいけないような世界になっちゃうかも
しれないですよね（笑）。
　だから例えばですけれど、「柵ができるらしい」
という話になったときに、「じゃあもう官邸前はナ
シだ」と。「今週は文科省前にしようぜ」。その大き
な流れを、また別の場所に移していく。実際、今は
それぞれに言いたいことがあって官邸前、経済産業
省前、文科省前、財務省前、官邸裏にみんな別れて
抗議している。霞が関全域、いろんなところがフェ
スティバルみたいな、「官邸前、ただいま 1万人で
す」「文科省前、今 5000 人います」「経済産業省前、
2万人います」みたいな、もうみんながぐるぐる回
るような音楽のフェスみたいな感じでやっていく。
１ヵ所に集中するとなったら、向こうも取り締まら
ざるを得ない状況になってくる。その動きが大きく
なれば大きくなるほど困るわけだから。だからそう
いうふうに、どんどんその近隣に場所を移していく
ことができれば一番いいんです。やっぱり人がたく
さん集まらないとニュースにならない。
安田　そのニュースの問題では情報源と一緒です
ね。例えば、「OurPlanet-TV」が大変大きな役割を
果たしているだろうと思うんですけれども。それを
担ってきて、一生懸命今も情報発信していらっしゃ
る。情報発信することの意味とか大きさとか力とい
うことを、どういうふうに白石さんは実感していら
っしゃいますか。
白石　私たちも、もちろん原発事故のあとにずっと
この原発の問題をやってきました。いま道路の使用
規制の問題が出ていたんですが、道路使用規制同
様、電波の使用が、他国に比べて日本の規制は厳し
いわけです。そもそも国が直接電波を管理している
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のは日本と北朝鮮と中国ぐらい
です。あ、死刑と同じだ！みた
いな感じなんですが（笑）。例え
ば、アメリカなどは、この電波
の分野は、FCC（連邦通信委員会）
という独立機関がやっています。
なぜかというと放送メディアを
国家が直接管理すると、必ず言
論を統制していくので、ヨーロ
ッパはもちろんのこと、アジア
の国なども、基本的に、政府と
は別の独立した機関をつくって
管理する、というかたちになっ
ていっています。
　また、メインストリームの民
放とか公共放送以外に、パブリックアクセスという
市民が参加できる放送制度をとっている国も少なく
ありません。とりわけヨーロッパでは、ラジオあ
るいはテレビの一部を使って、市民が放送する独立
系非営利メディア、コミュニティメディアというも
のが、80年代以降大きく広まっています。例えば、
ドイツの緑の党は、もともと海賊ラジオでした。原
発反対をしているライン川沿いのフランスの海賊
放送をドイツ側で受信して、そしてドイツのほうで
もフリーラジオというかたちで海賊放送をやってい
た。それが原発問題だけじゃなくて、いろんな社会
問題、あるいはコミュニティの問題をどんどん発信
していくうちに一つの社会運動の勢力となり、最終
的に緑の党というかたちでそれなりの勢力を保って
います。そういった、電波を使って市民が半ば海賊
的にどんどん広げていくことで一つの政策を転換さ
せてきたという歴史もあります。
　それからアメリカもヨーロッパも、コミュニティ
のラジオというのは、基本的に非営利の市民のラジ
オがほとんどです。フランスのラジオトレドという
放送局では「刑務所の声」という番組をやっていた
り、受刑者の人の様子を伝えるもの、あるいは受刑
者に対して家族が声を寄せるみたいなかたちで、い
ろんなマイノリティのひとつとして犯罪の加害・被
害側を含めて、いろんな声を社会に届けていくとい
う役割を放送局がやっています。同じように、移民
とか、LGBTとか、様々な人たちがいろんなチャン
ネルを使って情報発信している。ラジオというのは
コミュニティベースで広がりを持って聞かれてるも
のです。またドイツの場合、受信料の 2%が、独立
系のドキュメンタリストやオープンチャンネルと呼
ばれている市民のテレビ局に配分されています。市
民のテレビ局オープンチャンネルは、地域ごとに、
原発だとか、失業者の番組だとか、いろんな番組を
流す。
　私はもともと大手のメディアにいたので、
「OurPlanet-TV」を始めたときは、あまりそのこと
を知らなかったんです。日本のメディア状況はよく
「杉林」といわれていて、大きい高い杉はあるんだ
けども多様な草が生えていないんですね。ヨーロッ

パのメディア状況は、どっちか
というと「杉林型」じゃなくて、
「雑木林型」、大きい木もあるけ
れども、下草も生えていて、多
様な植生がある。単一種の森は
いったん雨が降れば、地すべり
が激しく、弱い一方、多様性の
確保された森は強い。日本では、
大手のメディアからワンパタ
ーンな内容しか流れてこないの
で、そうじゃない異質な意見が
じゃんじゃん流れていくような
環境を、道路とともに獲得しな
いといけないという気持ちで、
現在の原発問題も報道していま

す。
安田　私もこの話を大変面白く興味深く聞かせても
らったんです。特に監獄に入れられている人が、も
ちろんそこでは放送局を持てないんですけれども、
外とタイアップして「今日の監獄 東京拘置所」と
かね（笑）。天気予報と同じように「今日はとんで
もない看守がおりました。『おい、お前』なんて私
を呼び捨てにしたんです。そいつが、ただいま、ガ
ンを飛ばして迫ってきています」というような実況
中継でもやりはじめると、中の状況が広く伝わって
いって、何とかしなきゃ、という話になってくるん
だろうと思うんです。
　7、8年前、ある人が東京の東の地区で FMのラ
ジオ局を開設したんです。これは半径 10km以内し
か届かないのだけれども、これを有線で繋げば、お
そらく東京都内で 5、6ヵ所ぐらいの放送局を用意
すれば、東京全部に放送が伝わるんじゃないだろう
かとやり始めた人がいらっしゃったんです。最近音
信不通になってしまって、それが消えてしまったの
かどうかわからないんですけれど。いま話をお聞
きしていて、原発と死刑と、もう一つなにか三つ合
わせたミニ放送局でも作って、その 10km範囲内の
FM放送局とネットワークを組み、情報の新しいネ
ットワークをつくり出していくというのは面白いの
ではないかと思うんです。それで、死刑と原発がま
ず一緒に重なる神田さんがそこをぱっとやると、あ
の和歌山カレー事件の眞須美さんの声が出てくると
いうようなことができて。そしてそのあとすぐ、そ
の音楽が出て、そして太郎さんが反原発で、「今度
は官邸の前だけじゃなくて、100 万人ぐらい集まる
ためには、まず今日は 5万人集まりましょう」とい
うような感じをやり始める。そういうネットワーク
が作れればなという感じがするんですね。

5、メディアを私たちの手に

安田　白石さんが、いわゆるインターネットのネッ
トワークというものが、広がりそうで広がらない、
一定の限界があるんだということも指摘していらっ
しゃったんですけれど、そこらあたりを聞かせても
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らえればなと思うんですけれども。私たちがこれか
ら新しい情報のネットワークを作っていくについて
は、どういうネットワークづくりが必要なのか。
白石　私も最初はインターネットで相当メディアの
状況が変わっていくことができるんじゃないかと思
っていたんですけれども、やはり限界がある。とり
わけ、福島だとインターネットの普及率は 3割ぐら
いなんです。つまり、情報を得る人と得ない人の格
差がどんどん広がってしまうというような懸念があ
る。私なんかが一番伝えたいシングルマザーのお母
さんは携帯でメールぐらいはやるんですけれども、
パソコン自体を持ってないわけです。結局、インタ
ーネットの中心層はどうしても都市部に住んでいる
30～ 40 代の男性が多い。東南アジアでは携帯電話
が発売されると、これは女性たちの武器だといって、
携帯電話を自分の武器として情報発信に使えるよう
な教育をやっていますが、日本の場合あくまでもビ
ジネスなんですよ。コミュニケーションをビジネス
に置き換えてしまう。そういうことがとても強くて、
格差が広がるばかりというところです。さっき、「機
関誌みたいなものじゃなくて」と言ったんですけれ
ども、やはり機関誌も回路をどういうふうに増やし
ていけるかという意味で重要です。本当に将来的に
はNHKに「2車線開放」というのをしてもらえた
らと思います。
　テレビがデジタル化したというのは、データの圧
縮によって、電波が送れるエリアが 3倍広くなった
ことを意味します。教育テレビなどは、ハイビジ
ョンを放送していない時間も多いので、実は 2車
線分、2チャンネル分空いている。そこで、今は埋
めるためにわざわざ再放送などを流しているのです
が、そこを市民に開放してもらうと、神田さんの番
組や、そして山本さんが自由に表現したり発言でき
る番組が放送できる。みんなでお金を出して非営利
でやっていける。ましてや受信料の 2%が入れば、
NHKの受信料収入は約 6700 億円程度なので、134
億とか信じられない金額なので潤沢にみんな番組制
作ができちゃう。いま受信料も 10%値下げしない
といけない。10月 1日から 7%値下げしている。あ
と残り 3%をどうするか。日弁連なんかはぜひとも
「3%は市民還元しろ」と呼びかけてほしい。みんな
のチャンネルに教育テレビ 2チャンネル分を開放す
れば、社会は相当変わるんじゃないか。実際には韓
国でもKBSという公共放送で、そこは 1時間だけ
なんですけれど市民の枠があるんです。NHKに週
1回自由にできる1時間枠があったら違いますよね。
神田　それって具体的にどんな方法を使えばできる
可能性があるんですか？
白石　NHKの問題は経営委員会とか、あるいは理
事の人たちで決めていく問題なんです。でも、基本
的には世論ですね。本来、私たち全員NHKのオー
ナーじゃないですか。そういう声があがっていって
「開放」ということができれば、1チャンネルのな
かに「神田チャンネル」があったり山本さんのコー
ナーがあって、もう言いたい放題ということは可能

だと思います。
神田　それは、ぜひなんとか実現してもらいたいで
すね。といいますのは、林眞須美さんの「青空通信」
というのが時々来るんです。これ彼女の日記なんで
すが、非常に笑えちゃうところがある。彼女のキャ
ラクターというんですか、「負けてたまるか」みた
いななかに、ちょっとおちゃめな文章もあったり、
お花が好きで花言葉を書いてみたり、そういったと
ころも紹介できれば、彼女のイメージも変わって
いくと思います。それからさっき読み上げました福
島県の人たちの声。国民のお金でNHKはやってい
るんですから、福島の声、あるいは被災地の声とい
うことで 3分でも 5分でもいいから、一日必ず流す
べきだと前々から思っているんです。えーと 1車線
じゃない、1配線でしたっけ（笑）。それももう国
民の声ですか。「再稼働反対」ということと一緒に
「NHKを市民の手にー！」みたいな感じでやってい
く。毎週金曜日の官邸前、官邸裏のいろんな集まり
というのは、全国でもやっていますので全国各地で
その数を集めれば、私は相当な数の人たちが声を上
げてくれると思う。なんとか実現したい。
　ちょっと余計なことですけれども、一人一人が自
分の思いの丈を声にして喋っていく、というのを私、
講談教室でやっております。実は袴田巌さんの冤罪
事件を講談にして頑張っている人もいるんですね。
あとスカイツリーを階段でみんなで上り下りして電
力作っちゃおうみたいな、そういうことをやってい
る人もいる。ですから、もし、「よし、自分もこれ
だけ知識があるんだから、ユーモアもあるんだから、
ちょっと講談にまとめてやってみようかな」という
方がいらっしゃいましたら、神田香織の講談教室に
お越しくださいませ（笑）。
安田　結局、情報の発信者を鍛えるということです
ね。声が通るように、大きな声が出るように。言い
たいことをしっかりと言えるように。で、太郎さん
先ほどおっしゃりかけたのは？
山本　なんでしたっけ。さっきのNHKの一つの回
線というか一つのチャンネルを市民側によこしなさ
いという話は、受信料の不払いというのと、交換で
きそうじゃないですか。
白石　そうなんです。だから受信料を払う代わりに
そのチャンネルをみんなに分けてくれということ
は、普通にあり得ると思うんです。それを他の国は
やっている。アメリカみたいに、大手のコングロマ
リットばかりの国でも、ニューヨークに行けば 4チ
ャンネル市民のチャンネルがある。これはタイムワ
ーナーがお金を出して、年間 4～ 5億ぐらいでやっ
ているんですけど、誰でも好きな番組を出せるんで
す。4チャンネルあって1チャンネルはカルチャー、
1チャンネルはミュージック。宗教チャンネルと、
もう一つ社会問題。例えば「デモクラシー・ナウ！」
という硬派な報道番組もありまして、全米のネット
ワークで 700 ぐらいのチャンネルで見られる。アメ
リカの場合、ケーブルテレビが主流なのでそういう
かたちですが、日本だったら、公共放送で世界で 1、
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2 位を争うだけの規模の放送局なので、それが市民
のために一肌脱ぐというのは、私は当然のことなん
じゃないかと思います。
山本　そのなかで番組ができましたと。その審査と
いうか、それをオンエアするかどうか決めるのも市
民なんですかね。
白石　アメリカの場合は、基本的に早い者勝ちとい
う感じです（笑）。ただレギュラーは、毎週何曜日
みたいなのが抽選みたいなもので決まっていて。原
則的には全部OKなんです。まったくタブーがない
のがオランダで、どんなにエロいのも大丈夫なんで
すね。アメリカはやはり多少ガイドラインはあって。
昔は、KKK（クー・クラックス・クラン）が制作
した黒人バッシング番組や差別的な発言が問題にな
った時代もあるそうですが、今は、視聴者や他の参
加者が、そういうのはおかしいと抗議したり、対抗
するのでそういうことはなくなってきたそうです。
　いまむしろ問題になっているのは、コマーシャル
っぽい番組。市民のチャンネルは宣伝はダメなんで
す。だから自分たちで表現するのはOKだけれども、
物の宣伝とかはダメ。でも、そういうものもやれば
淘汰されるんだ、ということらしいんですね。です
から性善説に立っているというか。ガイドラインは、
日本でいったら放送法になるんでしょうけれども。
そういうことなんです。
山本　それはもうNHKの前でやっちゃったらいい
んじゃないですか。……とか言っちゃって、また
NHKから仕事こないじゃないですか（笑）。もらえ
るとは思ってないですけれど。
安田　記事なんかによると、受信料の 2%ぐらいは
そっちのほうの予算で組んでいくというのが常識化
していますよね。そういうことが、なかなか私たち
のほうには届いていないから、要求していくことが
できなくなっている。そうすると公共放送に対して
も、おそらく一定の時間枠で、違うチャンネルで同
じ放送の機会を設け、市民に開放する。その要求と
同時に先ほどから出ている自分で放送局、ミニコミ
をつくるということも必要なのかなと思うんです。
インターネットは確かに大変普及しているんですけ
れど、やっぱり自分からアクセスしていかなきゃな
らないという大きな課題がある。ところが、リスニ
ングという耳で聞いているという話ですと、なにな
にをしながら聴くという、ラジオ独特の良さという
ものがあると思うんです。ですから、いろんな媒体
を通しながら、いろんなテーマを 3つ 4つ合わせな
がら進めていくというのができればなという感じを
持っているんです。そのなかで白石さんが、よくぞ
こちらに来ていただいた。また新しいアイディアを
出してほしいなと、ぜひここで 3人でチームを作っ
てもらえればなと（笑）。
山本　ぜひぜひ。

6、名張事件・奥西勝さんを演じて

安田　やはり死刑に関しても、冷静でかつ柔軟、し

かも多数の意見を踏まえた上での議論が必要であろ
うと思うんです。
    山本さんは、東海テレビの「約束」という映画で
名張ぶどう酒事件の奥西さんの青年の頃、ちょうど
逮捕されて死刑判決を受ける頃の役を演じられたの
ですが、どういう感想を持たれたか。もうすでに放
映は終わっているんですね？　そういうことで、ど
ういう反響などを感じられたかを聞かせていただけ
ればと思います。
山本　奥西さんの役をやらせていただいたのも、「死
刑弁護人」、安田さんのドキュメンタリーのナレー
ションををやらせていただいたのも、東海テレビと
いう名古屋のテレビ局なんです。今やもう、そこ
からしか仕事がこないんじゃないかみたいな（笑）。
半年に１回ぐらいお声掛けをいただくという、非常
に今のライフラインみたいなことになっているんで
すけれども。
　本当、どれぐらい骨があるか、どれぐらい気合が
入っているか、どれぐらい何を伝えたいかという考
えを持って番組を作っているかということだと思う
んです。そういう機会を与えてもらえるのは、すご
くありがたいことです。
　だって僕を使うということになったら、間違いな
く営業から大バッシングなんですよね。「どうして
お前、それ使うの？」って。言ってみればジョーカ
ーみたいなものじゃないですか。「お前、いまジョ
ーカー出すなよ。違う人でもいいでしょ？　代わり
はいくらだっているでしょ？」というところだと思
うんですけれども。おそらく、そういうところとも
戦って下さって、実現したことだと思うんです。
　実在の人物を自分が演じるって最悪なんです。全
編ドラマで作られればいいんですけど、ドキュメン
タリー映像も流れるわけです。だから見ているほう
はご本人と比較しちゃいますよね。だから出てるほ
うとしてはすごくしんどいんですね。でもお仕事も
らえたということも嬉しいのですが、そういう事件
があったということも知らなかった、世の中にある
不条理みたいなものを、役を通して感じることがで
きたのはものすごくありがたいことです。



13

　で、もう一つ。「死刑弁護人」。安田さんの映像を
見た時に、今の安田さんを、日本にいる芸能界で役
者が誰かできるかというと、無理なんですよ。も
う、とんでもない表情するんですね。オープニング
の映像、ご覧になった方、わかると思うんですけれ
ども、その集中力に圧倒されるんです。家に帰って
安田さんのマネを鏡の前でやってみたのですが、全
然違うんですよ。やっぱり本物が持つオーラという
か、やっぱり信念で生きている方はすごいなと思い
ました。そういう意味で、すごく勉強になったとい
う部分もあるんです。今まで自分が興味を持たなか
った、そういうことが存在しているということも知
らなかったし、作品を通していろんなことを教えて
もらえているのはすごいありがたいです。この死刑
廃止のイベントに出させていただくというのも、や
っぱり実物にお会いしたいし、死刑という問題に対
して、僕の中でフォーカスするきっかけになったと
いうことは、すごく大きなことなんですよ。
　例えば、僕が原発のことをやる。沖縄の基地の問
題だとかオスプレイのことをツイートしたりだと
か、死刑の問題だったりということを言うと、「あ
いつ、いろんなところに首突っ込んで、反対、反対
って言う商売みつけたのね」、「あいつ、TPPにも行
きよるなぁ」、「儲かってんな～」。そんな話にもな
るんですけど、違うんですよね。すべて繋がってい
るんです。よく、原発の問題でもシングル・イシュ
ー／マルチ・イシューみたいな話にもなったんで
す。「再稼働反対だけを言うべきだ」と。でもそう
じゃない。「子供たちの避難もあるんだよ」だったり、
被曝労働者の問題もある。もちろん、一つの問題じ
ゃない。いろんなことが繋がっている。弱者への押
し付けなんだという部分に気づいたのが、この原発
の問題だったんですけれども、それを入口に、東海
テレビという存在と出会うことができた。で、死刑
問題という部分に関して、安田さんに気づかせてい
ただいたという部分がある。やっぱりこれは全て同
じ問題として、例えば自分の体が空いている時には、
死刑の問題でアクションがあるときには参加したい
と思う。それはいろんな人がいろんなところに、支
援を支援で返すというか、いろんなところに出かけ
ていって、社会問題ということに光をあてなきゃい
けないということに気づいた。「おまえ、反対、反
対ばっかりやな」と言われるんですけれど、そうじ
ゃないんです。あまりにもおかしなことが多すぎて、
反対、反対と言わなきゃいけない世の中なんですね。
この社会構造自体を変えるということを目指してい
かないと、何も解決できない。ごめんなさい。また
質問と違うこと言っていますね。

7、発言し、行動し、人と繋がる

安田　僕はいま、太郎さんの話を聞いていて、日本
の大変さというのがよくわかるような気がしていた
んです。いま世論調査をやれば8割近く反原発です。
それだけの多数の人が反原発を支持していて、その

先頭に立って一生懸命頑張っている太郎さんが、表
に出ると仕事を干されてしまう。なんでこんな馬鹿
なことが起こるんだろうか。神田さんも、主張しな
がら、なおかつ私からすると営業活動もしていらっ
しゃる。その大変さというのは共通したものを持っ
ていらっしゃると思いますけれども、でも大変気楽
にやってらっしゃいますよね。それは何でなんでし
ょうか。
神田　気楽に見えるかもしれませんけれども（笑）。
端っから大変といえば大変なんですね。NHKから
も東海テレビからも声がかからない（笑）。26年前
に「はだしのゲン」という作品をやり始めた頃は、
まだ世の中ちょっと違っていたんですが、それから
ずっと世間様から社会派と言っていただく演目が多
くなってくるにつれて、メディアから本当に声がか
からなくなりました。でも本来は、講談というのは
ライブで聴いていただくものだと思っておりますの
で、めげずにやっているんですが。
　その昔、講談師というのはジャーナリストだった
そうですよ、白石さん。テレビもなにもない時に戦
場に行って、戦の様子を見てきた人が、大勢の前で
語ったのがおこりだと言われているんですね、500
年前。それが私、心にぐっとひっかかりまして、「よ
し、じゃあ」ということで。本来は古典の伝承でや
っている方が多いんですが、忠臣蔵だって、その時
代は大きな事件だったわけです。だったら、それよ
りも大きい 3・11を語り継いでいきたいし、いかな
ければならないなんて思っているんです。でも確か
に厳しいです。はだしのゲン、チェルノブイリ、フ
ラガール、津波の「稲むらの火」、それから米軍機
が墜落し横浜市緑区でお母さんと子どもさん 2人が
亡くなった 35年前の事件も講談にして語っている
んですが。そういうことで「いま世の中に繋がって
いるから、忙しくて儲かるでしょう」と言われます
が、忙しくはなりましたが、儲かることはありませ
んね、不思議ですね～（笑）。でも、私のスタート
はそこでしたから。理不尽な目にあって、「なんで
こんな大変な目にあわなきゃいけない」という思い。
生きている限り、必ずありますよね。そんな時に、
その気持ちを共有していくと、力になることができ
るんですね。
　3・11でふるさとがやられちゃったんですよ！「チ
ェルノブイリの祈り」という講談を 10年前からや
っているときには、「日本で絶対にこんなことが起
きてはいけない！」という思いで語らせてもらって
いたのが、ふるさとがやられちゃったんですよ。し
かも最近、東電が事故の時のビデオを公開しました
よね。「すぐに海水注入するぞ」という意見に対し
て、「いや、注入したらもう使えなくなるからもう
ちょっと待ってよ」とやっているんですよ。ああい
う人たちがボケーッとしているおかげで、こんなふ
うになってしまっているんですよね。……また怒り
がこみ上げてきましたけれども（笑）。で、本当に
めげるんです。私、講談やってきたけれど、なんに
もならなかったじゃないか。でも私がめげててどう
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するんだ。もっと大変な思いをしている人がいっぱ
いいるじゃないか。めげてる場合じゃない。こうや
って繋がって繋がって繋がって繋がっていくしかな
い。私が落ち込んでいたら、あっちの人が元気にな
る。そういう繋がりを作っていこうというので、さ
っきも冒頭で言いましたが、「ふくしま支援・人と
文化ネットワーク」というNPOを立ち上げさせて
いただいたんです。会員も募集中でございます。み
なさんもよろしくどうぞ（笑）。
安田　発言していくことの大変さというか、行動す
ることの大変さがひしひしと伝わってくるわけです
けれども。例えば白石さんなんか、発言していくこ
と、つまり一番大きなもの、標的というのは大手メ
ディアに対するいろんな発言をしていらっしゃるわ
けですけれども。いま太郎さんとか神田さんのお話
になったような体験をされたことってありますでし
ょうか。
白石　私たちは本当に小さくて、影響力もそんなに
ないものですから、それによってなにか圧力を受け
るということはむしろないんですね。圧倒的にお金
がないということ以外は。個人の寄付というか、お
ひねりが飛んでくるみたいな感じで。で、面白いん
ですけれど、やはりなにかパーッとみなさんが心に
残ったり、あるいは見たいというものを出すと、夜
中じゅうジャラジャラジャラとおひねりが入ってき
たり。割と直接的にそういうかたちで入ってくるん
ですけれど、基本的には少額のお金がバラバラ入っ
てくるような、そういうなかでやっているので、そ
ういう意味ではなにか圧力がある、ということはな
いです。
　一般的にどこかスポンサーがあるわけではないの
で、企業から圧力ということはないんですが、よく
チェックしてる人は、よく見てるなぁという気はし
ますね。あと、公安警察は以前、自ら告白してきた
のですが、よくチェックしているようです。

8、再び原発と死刑について

安田　いろんな話をいろんなテーマで話してきたん
ですけれども、ぜひ今日聞かせていただきたいのは、
「原発と死刑」。そして「反原発と反死刑」という共
通の課題のなかで、自分はなにを考えて、なにを訴
えたいかということについて、お一人ずつスピーチ
をいただいて、今日のシンポジウムを終わりたいと
思います。
山本　本当に情けないんですけれども、30 超えて
40 を前にして、やっと社会というものを見つめる
機会を得たんですよね。これぐらい強烈な出来事が
なければ、目を向けられなかった自分に対しても怒
りを感じるんです。それが原動力になっている。自
分を含めた無関心が作り上げたこの世の中に対し
て、やっぱり憤りを感じるし怒りを感じる。だから
こそ変えたいなとも思うんです。いま地震の活動期
で、原発でたらめで、それをまだまだ進めていこう
としている。汚染食品も流通したまま、僕たちは被

曝を強要される。国も事業者も賠償しません。なに
も面倒みません。情報だけが隠されるというような
世の中において、いま、この日本の国に住む者たち
は全員死刑囚のようなものだと思うんです。命を脅
かされていて、あたり前のように、死んでもなにも
問題がないかのような扱いを受ける。
　だからこそやっぱり今、この状況を変えなくちゃ
いけない。この状況を変えるにはたくさんの人に気
づいてもらわなきゃいけない。死刑問題に対してず
っとフォーカスされて運動してきた方々、この中に
たくさんいらっしゃると思うんですけれども、遅れ
ばせながら死刑という問題に対しても、僕、やっと
目を向けることができた。そういう状況になれたと
いうことは、古くからずっと活動されてきたみなさ
んの存在があったからだと思うんです。原発の問題
をきっかけに、この世の中にあるいろんな不条理に
気付いた。たぶん原発というものに対して意識でき
るようになった人は、その他のたくさんの部分にこ
れから目が向いていくと思うんです。だから、一つ
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ていかなかったら、本当に真綿で首を絞められるよ
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核事故が起こらないのは、ラッキーなだけです。な
にも安全対策されていないなかで、どんどん進めら
れようとする。
　でも、希望があるんですよね。みなさんのような
存在があるということと、いま原発という問題をき
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これからも、この死刑問題という部分に関しても、
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神田　いま、太郎さんがすごくいいことを言ったと
思います。「日本人は、死を待っている死刑囚」。大
きなたとえですけれども。私にはとても響きまし
た。私たちのネットワークで 9月の頭にチェルノブ
イリ・ツアーがありまして、ウクライナに行った人
がこう言いました。ひまわり保育園の園児たちが5、
60 人おりました。みな、お人形のように座ったま
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に死を待っている死刑囚」というたとえは、ここで
ぴったり符合しました。想像力を働かせて、絶対に
避けていかなければいけないことは避けていくのが
大人の務めだと思います。いままさに、チェルノブ
イリだったら、もうとっくに居住してはならない土
地に福島の子どもたちが学校に通わされています。
そのために闘っている裁判があります。疎開裁判で
す。どうか、これにもみなさん関心を持って繋がっ
ていただきたいと思うんです。それからやはり責任
をとっていただこうということで、福島原発の原告
団たちが訴訟を起こして頑張っています。これにも
ぜひ繋がっていただきたい。
　そしてなによりも、いま白石さんが言ったように
メディアを変えていく。市民のメディアを私たちが
手にして、そして本当の情報を流していって、私た
ちが安心して生きていけるような。いま、これから
安心して生きていけるなんていうことは、とてつも
ない夢のような物語かもしれませんが、そこは知恵
の使いどころだと思うんです。これだけの人がいた
ら、どれだけの知恵があるか私は分からないと思
います。今日、IWJで聞いて下さっている方も、い
ろんなことを考えてくれていると思う。それを発信
していく場所、白石さん中心になって！（笑）　ね。
どうも講釈師は話が大きくなってしまいますけれど
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神田さんは今までもずっと取り組まれてきていると
思うんですけれども、私と山本さんは、おそらく新

人みたいな感じだと思うんです。おそらく今回の山
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を使うにも、いままで死刑の問題をやっていた人に
加えて、そうではない人たちをどんどんスカウトし
ていく。次の山本さんを次々に見つけ出していって、
そこでまた関心のある層を連れてくる。そういうこ
とが広がっていくことによって、世論の形成が広が
っていくのではないかと思います。
    原発問題も、去年の 3月のときに、日本ってどう
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この原発問題に自由に意見を言えるようになって、
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通の人たちそれぞれが、ものすごく素晴らしいスピ
ーチをされるんです。これが本当に素晴らしいと思
っています。この問題を自分のこととして考えられ
る人が増えている。今まではここに誘われていない
ような人たちでも、次々とスカウトして、この問題
のある一面的な報道に打ち勝つような次の動きがで
きる大きな一歩になるかなと思います。ありがとう
ございました。（拍手）
安田　今日は本当にありがとうございました。筋書
のないシンポジウムだったわけですけれども、それ
ぞれ一つ一つ、貴重な話をうかがわせていただいた
と思うんです。さきほど、日本の中でみなさん、私
たちも含めて「死刑囚じゃないか」とおっしゃった。
それはやっぱり原発をなくしていくことは同時に死
刑をなくしていくことにつながるだろうし、その本
質はなにかというと、やはり「生きる権利」という
か、生きることを社会全体が、国家全体が保障して
いくということだろうなというふうに思うんです。
    ぜひ、これをきっかけにまたいろんなところでい
ろんな意見を聞かせていただいて、私たちも頑張っ
ていこうと思います。今日はどうもありがとうござ
いました。（拍手）

12 月 4 日、鳥取地裁（野口卓志裁判
長）は上田美由紀さんに死刑判決。
即日控訴。

12 月 11 日　 最高裁第三小法廷（田
原睦夫裁判長）は阿佐吉広さんの
上告を棄却、死刑確定へ

12 月 14 日 最高裁第二小法廷（小貫
芳信裁判長）は野崎浩さんの上告
を棄却、死刑確定へ

（12 月 14 日現在、死刑確定者 135 人）
12 月 27 日　谷垣禎一新法相は首相官
邸での就任会見で、死刑執行に前
向きな姿勢を示し、死刑制度の見
直しについては否定した。

死刑日録

死刑廃止チャンネルは　http://www.forum90.net/
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死刑映画週間2
2 月 2～ 8日（1、２頁参照）
「約束　名張毒ぶどう酒事件　死刑囚の生涯」ロード
ショー公開
何度裏切られても、彼は信じ続ける。裁判所が事実と良

心に従って、無実を認めてくれると。
監督・脚本　斉藤潤一
出演　仲代達矢、樹木希林、天野鎮雄、山本太郎
ナレーション　寺島しのぶ
２月 16日（土）～
会場　ユーロスペース
京都弁護士会　死刑を考える日
2 月 16日 午後 1時～ 4時
会場　京都キャンパスプラザ
参加費無料 /申込不要
映画「死刑弁護人」上映
講演　講師 :安田好弘弁護士
詳細未定（京都弁護士会のHPでご確認下さい）
死刑制度について
̶犯罪被害者と冤罪被害者の立場から（仮）
3 月 30日（土）午後 2時～ 5時
講師・河野義行氏（著述家、松本サリン事件被害者）
   浅野健一氏（同志社大学社会学部メディア学科教授）
犯罪被害と冤罪被害を同時に体験した河野義行氏とマ
スメディア問題に詳しい浅野健一氏の講演を通じ、死
刑制度廃止の意識作りの機会を提供する。

会場　京都弁護士会館地下大ホール
入場無料
主催　京都から死刑制度廃止をめざす弁護士の会　
★『死刑弁護人』自主上映会を主催していただける
方を募集しております。
　詳しくは映画配給会社・東風 03-5919-1542 までお
問い合わせください。

インフォメーション

【編集後記】
　2012 年には死刑廃止チャンネルを立ち上げ、死刑映画週間
を成功させた。また一昨年のフォーラム 90 の死刑確定者アン
ケートを『死刑囚 90 人　聞こえますか、獄中からの声』とし
て刊行、日韓死刑廃止運動の架け橋として活動している朴秉
植さんの本の刊行と出版記念集会も 12 年の大きな成果だっ
た。
　12 月総選挙で民主党から自民党へ。民主党最後の１年は 3
度 7 人の死刑を執行したが、安倍政権下ではより激しい執行
の嵐が予想される。私たちは谷垣法相の選挙区である京都府
福知山市での地元行動を計画している。決まればホームペー
ジ、死刑廃止チャンネルでお知らせする。
　昨年に引き続き、2 月 2 日からユーロスペースで 1 週間、
死刑映画週間を行う。「少年死刑囚」は東京では 58 年ぶりの
公開だし、「ヘヴンズストーリー」は光市事件に着想を得た大

長編映画、冤罪事件で 1、2 審死刑判決の出た八海事件を描
いた「真昼の暗黒」のトークは布川事件で再審無罪となりい
ま国賠を提訴した桜井昌司さんに出ていただく。最終日最終
回の「死刑弁護人」上映後のトークは安田弁護士と斉藤監督
に加えてナレーションの山本太郎さんにも加わっていただく。
いろいろと力を込めた企画だ。ぜひすべての作品を見ていた
だきたい。
　4月 20 日から 6 月 23 日まで、鞆の津ミュージアムで「ア
ウトサイダー・アート　死刑囚の描く表現展」が予定されて
いる。大道寺幸子基金のこれまでの応募作の大規模な展示会
だ。詳しくは次号でお伝えする。
　また今年の死刑廃止全国合宿は 11 月 30 日（土）12 月１日
（日）の２日間、広島市で行われることが決まった。今のうち
から予定に入れておいていただければと思う。（F）

ブックレビュー
『孤立する日本の死刑』デイビッド・T・
ジョンソン、田鎖麻衣子著
　東アジアでの死刑の状況が変わりつ
つある。死刑の抑制が進行し、死刑大
国中国でさえ、執行方法の変化や死刑
相当犯罪の減少などへ向かっている。
ところが日本ではこの流れに逆行し、
厳罰化は進み、死刑執行は増えている。
本書は東アジア各国の死刑状況を紹介
分析すると共に、日本の現状をさまざ
まな角度から検証する。

［現代人文社、2000 円 + 税］
『僕たちの時代』青木理×久田将義
　『実話ナックルズ』の編集長だった
久田と、共同通信記者だった青木、裏
と表のメディアで活動し、今フリーと
なった二人が語るメディア状況論。「死
刑論」として一章が割かれている。

［毎日新聞社、1600 円 + 税］
『絞首刑』青木理著
　木曽川・長良川事件の三人の元少年
への死刑確定判決後、フォーラムで集
会を持ったことがある。一審一人死刑

だったのが三人死刑確定となる少年法
の理念を反故にする酷い判決だったか
らだ。著者は本書元本でこの事件に 1
章を割いており被告たちと交流を続け
ていた。確定判決直後、隠しカメラで
元少年を撮影し写真週刊誌『FRIDAY』
に掲載する。それに対する拘置所の対
応は死刑制度の本質をいみじくも明ら
かにする。著者がなぜ敢えて撮影し発
表したか、原書刊行後の取材を大幅に
加筆した必読の決定版。

［講談社文庫、648 円 +税］
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ていた。確定判決直後、隠しカメラで
元少年を撮影し写真週刊誌『FRIDAY』
に掲載する。それに対する拘置所の対
応は死刑制度の本質をいみじくも明ら
かにする。著者がなぜ敢えて撮影し発
表したか、原書刊行後の取材を大幅に
加筆した必読の決定版。

［講談社文庫、648 円 +税］


